
【
主
な
意
見
】

●

手
続
の
対
象
を
「
条
例
等
の
制

定
等
」
と
の
用
語
を
用
い
て
い
る

が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
対

象
は
あ
く
ま
で
も
「
政
策
」
で
あ

り
、「
条
例
」
は
「
政
策
」
の
一

部
で
あ
る
か
ら
「
条
例
等
」
を
対

象
の
中
心
に
す
る
の
は
適
当
で
な

い
。

【
市
の
考
え
方
】

●

ご
意
見
を
踏
ま
え
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
手
続
の
対
象
を
包
括

的
に
定
義
す
る
用
語
と
し
て
、

「
条
例
等
」
を
「
政
策
等
」
に
、

「
条
例
等
の
制
定
等
」
を
「
政
策

◆
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手

続
の
対
象
に
つ
い
て
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等
の
策
定
等
」
に
改
め
ま
し
た
。

【
主
な
意
見
】

●

３
週
間
以
上
の
意
見
提
出
期
間

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
や
む

を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
、
３

週
間
を
下
回
る
意
見
提
出
期
間
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い

る
が
、
そ
の
場
合
で
も
条
例
で
最

短
期
間
を
設
定
す
る
べ
き
で
あ

る
。

【
市
の
考
え
方
】

●

意
見
提
出
期
間
の
「
３
週
間
以

上
」
は
、
市
民
に
条
例
等
を
周
知

し
て
意
見
を
求
め
る
の
に
必
要
な

◆
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手

続
の
特
例
に
つ
い
て

期
間
で
あ
る
と
と
も
に
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
の
た
め
迅
速

な
政
策
決
定
を
行
う
必
要
性
な
ど

を
踏
ま
え
て
設
定
し
た
も
の
で
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
で
は

こ
の
期
間
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、「
３
週
間
以
上
」
の
期

間
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
緊

急
の
対
応
を
要
す
る
事
案
で
は
、

あ
ら
か
じ
め
条
例
で「
最
短
期
間
」

を
定
め
て
し
ま
う
の
は
適
当
で
な

い
と
考
え
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の

よ
う
な
場
合
で
も
、
で
き
得
る
限

り
の
意
見
提
出
期
間
を
設
け
る
考

え
で
す
。

【
主
な
意
見
】

●

「
重
要
と
認
め
る
条
例
、
計
画

等
に
つ
い
て
は
、
案
や
関
連
資
料

の
公
開
と
と
も
に
、
説
明
会
を
開

◆
条
例
等
の
案
の
公
表
等
の

あ
り
方
に
つ
い
て

三鷹市議会では、現在開会中の「平成18年第
1回定例会」から、インターネットによる本会
議の生中継と録画配信を開始しました。
また、押しボタン式表決システムを導入した
ことにより、議員ごとの採決状況が一目でわか
るようになったとともに、採決結果（速報版）
を原則として翌日にホームページに掲載できる
ようになりました。
これらは本年度実施した市議会本会議場の議
場システム改修工事により可能となりました。
ぜひ、三鷹市議会ホームページ http://

www.gikai.city.mitaka.tokyo.jp/をご覧くだ
さい。

e議会事務局議事係@3114
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催
し
、市
民
と
の
対
話
に
努
め
る
」

と
い
う
規
定
を
定
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

【
市
の
考
え
方
】

●

三
鷹
市
が
取
り
組
む
市
民
参
加

に
お
い
て
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

方
式
や
「
21
会
議
」
で
用
い
た
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
方
式
、
ま
た

「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
な
ど
多

様
な
参
加
形
態
が
あ
り
、
こ
れ
ま

で
も
積
極
的
な
市
民
参
加
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
そ

の
よ
う
な
市
民
参
加
の
形
態
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、
そ
れ
を
条
例
に
基

づ
く
必
要
な
手
続
と
し
て
制
度
化

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

ご
意
見
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

取
り
組
む
政
策
の
内
容
等
に
応

じ
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
に

加
え
、
今
後
も
、
多
様
な
市
民
参

加
の
手
法
を
用
い
て
い
き
ま
す
。

「
三
鷹
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
条
例
検
討

案
」
へ
の
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

e

企
画
経
営
室
行
政
評
価
担
当
@
内
線
２
１
５
０

「
三
鷹
市
市
民
会
議
、
審
議
会
等
の
会
議
の

公
開
に
関
す
る
条
例
検
討
案
」
へ
の
主
な

意
見
と
市
の
考
え
方

e

相
談
・
情
報
セ
ン
タ
ー
@
内
線
２
２
１
４

【
主
な
意
見
】

●

市
民
会
議
を
審
議
会
と
同
列
に

お
い
て
い
る
点
が
疑
問
で
あ
る
。

市
民
委
員
会
、
市
民
会
議
と
い
う

も
の
は
審
議
会
に
対
す
る
反
省
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
基
本
的
に

は
市
民
組
織
で
あ
る
。
市
民
会
議

を
行
政
組
織
と
す
る
こ
と
や
、
条

例
の
対
象
事
項
と
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
十
分
か
つ
慎
重
な
議
論

が
必
要
で
あ
る
。

【
市
の
考
え
方
】

●

こ
の
市
民
会
議
、審
議
会
等
は
、

法
律
や
条
例
に
よ
っ
て
市
の
実
施

機
関
が
設
置
す
る
附
属
機
関
と
し

◆
対
象
と
す
る
会
議
に
つ
い
て

て
の
会
議
、
要
綱
な
ど
で
実
施
機

関
が
設
け
る
会
議
で
、
市
民
、
学

識
者
等
を
構
成
員
と
す
る
も
の
を

対
象
と
し
て
お
り
、
市
の
実
施
機

関
が
設
置
す
る
会
議
に
つ
い
て
公

開
等
の
共
通
の
基
準
を
定
め
る
も

の
で
す
。
市
民
の
方
が
自
ら
設
け

る
市
民
組
織
と
し
て
の
会
議
は
、

条
例
の
対
象
と
は
し
て
い
ま
せ

ん
。

【
主
な
意
見
】

●

会
議
の
日
時
、
会
場
な
ど
を
１

週
間
前
ま
で
に
実
施
機
関
が
指
定

す
る
場
所
で
の
閲
覧
や
イ
ン
タ
ー

◆
会
議
開
催
の
事
前
公
表
に

つ
い
て

市議会本会議の
インターネット配信を開始
議員の採決結果表示のシステムも

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
・
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
平
日
の

夜
間
や
土
・
日
曜
日
で
な
い
と
ご

都
合
が
つ
か
な
い
方
は
、
こ
の
期

間
中
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
開
設
期
間

３
月
11
日
g
〜
19

日
a

◇
平
日
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

７
時
30
分

◇
土
・
日
曜
日
＝
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

◆
開
設
場
所

保
険
課
（
市
役
所

１
階
⑨
番
窓
口
）

※
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し

て
い
る
方
へ
の
訪
問
、
電
話
催
告

に
よ
る
納
付
の
お
願
い
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
訪
問
時
に
職
員
は
身

分
証
を
持
参
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

e

保
険
課
@
内
線
２
３
９
１

バ
イ
ク
、
軽
自
動
車
な
ど
の

廃
車
届
・
登
録
届
は
４
月
１

日
º
ま
で
に

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
登
録
さ
れ
て
い
る
バ
イ
ク
、
軽

自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
な
ど

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
車
両
を
購
入

し
た
り
、
譲
り
受
け
た
り
、
市
内

に
転
入
し
た
場
合
は
、
４
月
１
日

g
ま
で
に
登
録
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
車
両
を
廃
棄
し
た

り
、
譲
り
渡
し
た
り
、
市
外
に
転

出
す
る
場
合
は
、
廃
車
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
車
両
が
な

い
場
合
で
も
、
廃
車
手
続
を
し
な

い
と
課
税
さ
れ
た
ま
ま
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
届
出
場
所

◇
125
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
お
よ
び
小

型
特
殊
自
動
車
、
ミ
ニ
カ
ー

市
民
税
課
（
市
役
所
２
階
Z

番
窓
口
）
@
内
線
２
３
５
５
へ
。

登
録
届
は
販
売
証
明
書
（
人
か

ら
譲
り
受
け
た
場
合
は
譲
渡
証
明

書
と
廃
車
証
明
書
、
転
入
の
場
合

は
廃
車
証
明
書
）
・
印
鑑
・
市
内

に
住
民
登
録
が
な
い
場
合
は
免
許

証
お
よ
び
住
所
を
確
認
で
き
る
も

の
を
、
廃
車
届
は
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
・
標
識
交
付
証
明
書
・
印
鑑

を
持
参
く
だ
さ
い
。

◇
125
㏄
を
超
え
る
バ
イ
ク

東
京
陸
運
支
局
多
摩
自
動
車
検

査
登
録
事
務
所
@
042
―
523
―
２
４

５
５
へ
。

◇
四
輪
の
軽
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
@
042
―
525

―
４
３
６
０
へ
。

所
得
税
・
贈
与
税
・
消
費
税

の
申
告
は
お
早
め
に

◆
17
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
・

17
年
分
贈
与
税
の
申
告

３
月
15
日
d
ま
で

◆
17
年
分
個
人
事
業
者
の
消
費
税

の
申
告

３
月
31
日
f
ま
で

◆
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

申
告
書
の
作
成

は

http://www.nta.go.jp

で
。 HP

e

武
蔵
野
税
務
署
@
53
―
１
３

１
１市

民
税
・
都
民
税
の
申
告
は

お
早
め
に

◆
受
付

３
月
15
日
d
ま
で（
土

・
日
曜
日
を
除
く
）
の
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
30
分
、
市
役
所
第
三

庁
舎
311
会
議
室
、各
市
政
窓
口
で
。

平
成
17
年
中
の
収
入
が
確
認
で

き
る
書
類
（
源
泉
徴
収
票
な

ど
）
・
領
収
書
（
国
民
健
康
保
険

税
、
国
民
年
金
保
険
料
・
生
命
保

険
料
・
医
療
費
な
ど
平
成
17
年
中

に
支
払
っ
た
も
の
）
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

医
療
費
控
除
が
な
く
源
泉
徴
収

票
、
領
収
書
を
添
付
で
き
る
方
な

ど
は
郵
送
に
よ
る
申
告
が
便
利
で

す
。

e

市
民
税
課
@
内
線
２
３
４
３

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
で

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
手

間
や
時
間
が
省
け
る
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。

◆
お
得
な
割
引
制
度

◇
前
納
割
引
（
１
年
分
・
半
年
分

の
保
険
料
を
ま
と
め
払
い
）

毎

月
納
付
か
ら
３
千
490
円
（
半
年
分

前
納
は
940
円
）
割
引

◇
早
割
制
度
（
当
月
末
に
引
き
落

し
）

翌
月
末
引
き
落
と
し
か
ら

毎
月
50
円
割
引

▼
前
納
割
引
を
希
望
す
る
方
は
３

月
中
に
武
蔵
野
社
会
保
険
事
務
所

へ
、
早
割
制
度
・
通
常
の
口
座
振

替
は
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の
を

持
参
し
預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機

関
ま
た
は
武
蔵
野
社
会
保
険
事
務

所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

e

武
蔵
野
社
会
保
険
事
務
所
@

56
―
１
４
１
１

不
動
産
登
記
無
料
相
談

東
京
土
地
家
屋
調
査
士
会
・
東

京
司
法
書
士
会
の
両
武
蔵
野
支
部

主
催
。

▽
３
月
８
日
d
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
、
武
蔵
野
ス
イ
ン
グ
ビ

ル
10
階
ス
カ
イ
ル
ー
ム
１
（
武
蔵

境
駅
北
口
）
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

東
京
土
地
家
屋
調
査
士
会

武
蔵
野
支
部
@
48
―
５
１
８
１
・

東
京
司
法
書
士
会
武
蔵
野
支
部
@

48
―
５
１
９
９

■
三
鷹
俳
句
会
２
月
の
秀
句

選
者
　
井
上
弘
・
飯
田
六
斗

七
転
び
八
起
の
余
生
春
立
て
り

南
み
ち

寒
空
の
瞬
に
問
ふ
発
句
の
技

大
久
保
英
一

咲
き
そ
め
し
梅
に
厳
し
や
山
の
風

小
木
曽
貞
子

梅
探
る
地
図
を
片
手
に
泥
の
径

大
和
谷
慈
子

降
る
雪
の
下
に
一
村
奥
会
津

岡
田
幸
子

わ
す
ら
る
る
一
揆
の
碑
野
火
走
る

槙
田
隆
司

遠
き
日
の
戦
勝
祈
願
梅
白
し

寺
岡
美
由
喜

茹
で
し
菜
に
花
一
つ
あ
り
春
近
し

浅
沼
仁
美
子

垣
根
越
し
梅
一
輪
の
手
酌
か
な

小
泉
秀
夫

梅
林
を
く
ぐ
り
明
治
を
覗
き
見
る

寺
田
絢
子

頼
ま
れ
し
英
文
履
歴
書
春
一
番

田
山
光
起

病
み
て
よ
り
梅
活
け
る
手
に
力
あ

り
　
　
　
　
　
　
　
　
土
井
雅
子

堀
越
し
に
白
梅
を
賞
め
塀
を
ほ
め

拝
司
園
子

手
捻
（
て
び
ね
り
）
の
器
に
匂
う

梅
一
枝
　
　
　
　
　
　
　
根
岸
操

見
は
る
か
す
路
地
に
路
地
次
ぐ
梅

日
和
　
　
　
　
　
　
山
田
み
ち
を

立
春
の
こ
と
ば
に
酔
う
て
居
り
に

け
り
　
　
　
　
　
　
佐
野
み
さ
を

梅
剪
定
ふ
ふ
め
る
枝
も
た
め
ら
は

ず
　
　
　
　
　
　
　
田
村
こ
う
子

梅
一
輪
卆
寿
の
自
分
史
の
つ
づ
き

伊
藤
紫
春

３
月
の
例
会
は
12
日
a
午
後

１
時
か
ら
三
鷹
駅
前
地
区
公
会

堂
で
。
兼
題
は
「
朧
（
お
ぼ
ろ
）」、

出
句
は
３
句
。
資
料
代
１
千
円
。

く
わ
し
く
は
大
和
谷（
や
ま
と

だ
に
）宅
@
46
―
９
８
２
０
へ
。

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
閲
覧
な
ど
の

方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
て
い
る
が
、
１
週
間

を
切
っ
て
い
て
も
、
そ
の
旨
を
断

っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
公
表
す
る
こ
と
。

【
市
の
考
え
方
】

●

事
前
公
表
に
つ
い
て
は
、
緊
急

に
会
議
の
開
催
さ
れ
る
場
合
な
ど

１
週
間
を
切
っ
て
も
で
き
る
限
り

公
表
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

【
主
な
意
見
】

●

市
民
会
議
な
ど
の
傍
聴
に
行
く

と
、「
事
前
に
出
席
者
の
許
可
を

求
め
る
の
で
待
機
す
る
よ
う
に
」

と
言
わ
れ
、
会
議
の
冒
頭
か
ら
入

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ

た
の
で
、
会
議
の
傍
聴
は
ぜ
ひ
進

め
て
ほ
し
い
。

【
市
の
考
え
方
】

◆
会
議
の
傍
聴
に
つ
い
て

●

会
議
は
、
冒
頭
で
ま
ず
、
そ
の

会
議
の
公
開
・
非
公
開
の
確
認
を

行
っ
た
後
、
傍
聴
希
望
が
あ
る
場

合
に
は
、
委
員
全
員
に
諮
る
手
続

を
行
っ
た
う
え
で
傍
聴
を
し
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
会
議

は
、
原
則
公
開
で
す
が
、
そ
の
内

容
に
よ
っ
て
は
、
一
部
公
開
ま
た

は
非
公
開
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
傍
聴
希
望
者

に
は
そ
の
確
認
の
間
、
待
機
し
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

原
則
公
開
の
趣
旨
に
の
っ
と
っ
た

運
営
に
努
め
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
夜
間
・

休
日
納
税
相
談
窓
口
を
開
設


